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～必ず来る“老後“のために（鐵
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合
を
お
つ
”
鮪
荻
藻
隆
㊥
嚇
懸
￥
椥
ら
ず
に
老
後
を
迎
え
る
こ
と
は
で

　
年
釜
は
大
生
の
バ
ー
ド
ナ
ー
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
　
「
国
民
年
金
」
の

制
度
や
膠
く
み
を
自
分
の
将
来
の
た
め
に
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

年
金
は
…
…

　
　
　
　
あ
な
た
の
将
来
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
右
す
る
も
の

　
国
民
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
公
的

年
金
の
財
政
危
機
問
題
が
盛
ん
に
と

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大

部
分
は
危
機
感
の
み
が
強
調
さ
れ
て

い
る
の
で
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
誤

解
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
の
財
政
危
機
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
問
題
の
本
質
は
、

将
来
、
年
金
制
度
が
成
熟
し
た
段
階

で
給
付
さ
れ
る
年
金
水
準
が
現
役
労

働
者
の
賃
金
水
準
と
比
較
し
て
き
わ

め
て
高
い
も
の
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
そ
の
た
め
に
保
険
料
負
担
が

限
界
を
超
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
す
ぐ
年
金

財
政
が
破
た
ん
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
現
在
の
年
金
制
度
の
仕
組

み
の
い
ろ
い
ろ
な
ゆ
が
み
を
そ
の
ま

ま
に
放
置
し
て
お
く
と
、
将
来
、
財

政
が
困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

予
測
で
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
か
ら

先
、
三
十
年
か
ら
四
十
年
後
の
年
金

が
成
熟
し
た
段
階
に
お
い
て
老
後
の

生
活
を
支
え
る
制
度
と
し
て
そ
の
機

能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
現
在

厚
生
省
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
公
的

年
金
制
度
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
し
て
い
く
制
度
で
す
か
ら
、
将

来
年
金
の
給
付
を
う
け
る
場
合
の
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
民

年
金
保
険
料
を
滞
納
に
し
た
場
合
に

は
、
将
来
、
年
金
権
に
結
び
つ
か
な

い
お
そ
れ
も
で
て
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
期
限
ま
で
に
必
ず
納
入
す

る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

年
金
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ

　
国
民
年
金
制
度
は
「
す
べ
て
の
人

に
年
金
を
」
と
い
う
社
会
的
要
請
に

応
え
て
創
設
さ
れ
た
制
度
で
今
や
厚

生
年
金
と
並
ん
で
我
が
国
の
公
的
年

金
制
度
の
主
柱
と
な
り
国
民
の
老
後

の
生
活
の
支
え
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
、

年
金
行
政
に
お
け
る
加
入
や
裁
定
請

求
等
の
業
務
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
社
会
保
険
庁
並
び
に
社
会
保

険
事
務
所
に
お
い
て
は
、
業
務
の
効

率
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は

か
る
た
め
機
械
で
処
理
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
切
替
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
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「
人
生
五
十
年
」
と
い
う
言
葉
が

今
で
は
、
五
十
代
は
人
生
の
花
盛
り

の
絶
頂
期
と
い
え
る
年
代
で
す
。

　
人
の
一
生
で
、
そ
の
長
い
歳
月
の

薩
国
民
年
金
に

響　　マソの襲

饗P

任
意
加
入

を
〃
・

　
　
　
　
O

　
　
瞬

　
灘
牽
歳
か
ら
蓋
乗
難
歳
諜
驚
の
羨

ぽ
、
誰
で
も
が
、
ど
護
叢
の
年
金
鷹

簾
薫
鞍
護
聴
蒙
輩
。
難
か
し
、
懸
菱

磯
i
饗
ン
の
奥
さ
ん
で
、
棄
が
年
金
．

膿
諏
澱
し
て
い
る
か
鯵
墨
し
鷲
、
霞

分
趨
身
磯
紫
金
懸
持
た
な
騰
燕
癒
糖

諜
奮
。

　
諜
す
蓑
業
高
齢
化
鮭
会
鷹
鞍
為
逡

　国民年金でハツピースマイル

　　　あなた自身の

老後を考えてください

う
ち
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
病
気
や
事
故
に

あ
わ
な
い
と
い
う
保
障
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
若
く
し
て

わ
た
し
も

　
加
入
し
よ
う
か
し
ら
…

　
死
神
に
と
り
つ
か
れ
る
人
も
い
ま
す

　
が
、
大
多
数
の
人
は
、
喜
び
と
悲
し

　
み
を
く
り
返
す
う
ち
に
還
暦
を
迎
え

孫
た
ち
に
か
こ
ま
れ
た
暖
か
い
家
庭

　
で
老
後
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
老
後
は
、
確
実
に
や
っ
て
き

ま
す
。
勿
論
、
平
穏
な
も
の
ば
か
り

・
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
。
歳
を
と

　
る
に
つ
れ
、
無
理
が
き
か
な
く
、
気

持
ち
も
弱
く
な
り
、
そ
し
て
収
入
も

少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
上
、
若
い

人
た
ち
に
頼
り
切
る
の
が
無
理
と
す

れ
ば
、
早
い
う
ち
に
老
後
の
準
備
を

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
皆
ん
な
が
、
費
用
を
出
し
あ
っ
て

助
け
あ
い
、
少
な
く
と
も
収
入
面
で

老
後
の
不
安
が
な
い
よ
う
に
し
て
ゆ

く
の
が
年
金
制
度
。

　
若
い
人
達
は
、
老
後
は
ま
だ
先
の

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
二
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い
わ
れ
巻
魏
雀
響
、
老
後
巻
楽
観
難

で
は
い
ま
懸
ん
漆
，
も
蟻
謬
董
災

慧
鰺
爾
薙
金
響
、
苓
藷
醸
態
窯
謬

主
羨
雄
先
羅
だ
織
驚
懸
蓬
驚
趨
き
。

　
國
毘
鶴
金
縁
、
懸
癒
な
奥
愚
嚢
の

た
獺
の
聯
縦
金
制
度
嶽
の
饗
灘
．
親
姦

勝
鮎
の
僅
慧
轡
強
鰯
懸
鷺
《
）
懸
獺
戴

し
饗
縢
葛
叢
の
数
絃
．
灘
灘
懸
叢
七

魏
施
太
燃
灘
華
難
薙
度
）
、
蜘
表
華

懸
約
飛
響
韓
。
蒙
縷
約
懸
嚢
太
の
爽

羅
繍
薫
縷
驚
購
漿
鱒
蔽
溌
懸
漢
。

嶽
、
鞭
鑛
で
難
翻
羨
警
き
㎜
議
嵐
。

　
老
齢
薙
金
は
、
原
則
と
し
護
納
め

驚
期
閥
が
滋
誰
五
年
繊
滋
必
要
懸
す

が
．
図
の
よ
績
馨
謬
壷
義
の
撫
入
期

若い人と老人の人ロ割合

　　20～64歳　　　　　65歳以上
　　（働く人）

㊨㊨⑱

轍鋤鎗⑱
　　　　　◎萌

⑱劔鞭

十
五
歳
の
人
で
も
四
十
年
後
に
は
、

六
十
五
歳
で
す
。
現
在
は
、
老
人
一

人
を
七
人
で
養
っ
て
い
る
の
が
、
四

十
年
後
に
は
三
人
で
養
う
と
い
う
時

代
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
人
に
と
っ
て
、
他
人
事
で

は
な
い
の
で
す
。
必
ず
や
っ
て
来
る

老
後
は
あ
な
た
自
身
の
こ
と
。
安
心

あ
る
暮
ら
し
の
た
め
に
、
国
民
年
金
，

は
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

闘
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簾
懸
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霞
叢
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戴
期
闘
鳶

魏
算
し
蕪
薫
桑
五
奪
懸
お
総
ぼ
、
老

　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捲

　無金額　　　　　　　　　　　　擬
　・講，鍵0円X楚額保険料を　　　　　　諜
　　　　　　　　　　　　響覇数驚

　湘算額
　識窓◎o繭》く微禰保険料巻掛ぱ驚篶数

　
驚
後
は
、
あ
な
だ
鶴
身
の
闘
題
懸

す
。
盤
溝
の
安
定
を
目
的
に
、
響
ひ

ご
の
任
意
加
入
の
翻
度
を
ご
検
討
く

だ
碁
鱒
。
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ノ
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4，061人　　　　　　　　　　 111入
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　　　　＼、　64人　b73人’X
「「一’・響、、払！イ

老齢）（聯（臓）（騰）（母子）（j貴児）（寡婦

6福祉年金受給者2，401人

53年度

224人　238

57年度

　　　　3人

（母子）
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（障害1級）（老齢）

保
険
料
は
所
得
控
除

　
五
十
八
年
中
に
納
め
た
保
険
料
は

杜
会
保
険
料
控
除
の
扱
い
を
受
け
、

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
の
で
実
質

保
険
料
は
二
～
三
割
安
く
な
り
ま
す
。

保
養
セ
ン
タ
ー
料
金
が
割
安
に

　
国
民
年
金
加
入
者
や
そ
の
家
族
の

人
は
、
湯
之
谷
村
「
こ
し
じ
」
の
ほ

か
全
国
三
十
ヵ
所
の
保
養
セ
ン
タ
ー

を
低
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

ミ
　
て
エ
く
お
く
き
ミ
　
ド
ロ
　
ロ
　
ド
し
　
ロ
　

　
　
コ

舗
国
民
講
饗
鱗
麺
響
燵
ぼ
講
羅
羅
冊

難
難
難
欝
辮
鰻
繋
灘

住
宅
資
金
が
借
り
ら
れ
ま
す

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
に

は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
と
あ
わ

せ
て
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
市
内
の
銀
行
へ
。

付
加
年
金
に
加
入
す
る
と

　
一
ヵ
月
四
百
円
多
く
納
め
て
い
た

だ
く
付
加
年
金
に
加
入
し
て
、
年
金

額
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　保険料は、60歳の誕生日の前月（1日生まれの

人は前々月）まで納付することになっています・

◆保険料額◆
定額保険料……58年4月から1か月5，830円

　　　　　　　（58年3月まで1か月5，220円）

　　　　　　　所得、年齢にかかわりなく一律

　　　　　　　です。

付加保険料一・・1か月400円

（希望する人）…定額保険料に上積みして納めま

　　　　　　　すと、将来より多くの年金が受

　　　　　　　けられます。

◆どうしても保険料を納められないときは◆

強制加入の方で、保険料を納めたくとも、家

璽愈
　　り，⑤、

、

　　7タ

・窃9
　5・

計が苦しくて納めることが

できなくなった場合、市民

生活課年金係に申請すれば

保険料が免除されます。

　免除期間に対する年金額

は、3分の1に減額されま

すが、10年以内に、そのと

きのままの保険料で納付す

ること炉でき．ますρ．　　〆
　　　　　　　　　　　齢

　国民年金に加入するた

めには、①日本国内に住

所があり②20歳以上③60

歳未満であること④他グ）

公的年金に加入してない

ことが条件です。

、

※外国籍の労でも日本

国内に住んでいれば、

　日本人と同じ条件で

国民年金に撫入で慈

　ます。

★必ず加入する人★
　　（強制加入）

★希望で加入する人★
　　（任意加入）

　
忽

集写

移　　　　の　　　　の　　　　　　レ　　　　　ザ　ロ

　　露書　．よ
　　　．伍：・蒙　り

　　　　　　　　　　深

　’

　　　　　　　　　　い

灘耀盤理
．辮熱入で解

瀧論鱗　で
高，難懲よ
．産生鍛藷年り

実撒著ている良

o鰹雑獣い
．講鷺．市く
　　　　　　　　　　ヤ

甥灘議員b
・昼間部の大学慧し

霞

肥
　
　
　
　
　
綴

毒＿鱒麗璽融　∞∞曳
　●国民年金の保険料を納めた期間と免除を

　　受けた期間とを合せて1年以上ある人が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！次のいずれかに該当していること。

●国民年金の納付か免除の期間と他の公的

年金加入期間とカラ期間をあわせて25年

　以上あること。　（昭和5年4月1日以前

　に生まれた人は、25年が生年月日によっ

　て10～24年に短縮されます。ただし、昭

　和36年4月以降の期間）

髪
騨
．
瀞
輩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　‘（手一、》
●国民年金以外の公的年金加入期間をあわぐ訊k

せて2。年以上あること。　　⊆

●国民年金以外の年金制度から老齢（退職）

　年金を受けることができること。

．．z
ノ＄　　r｛）
　　’）’〆）
　　、　　ペドラくフ
　　　プ　　　ロ
・｝

べ贈を受しナる条件◆

　★保険料を納めた期間と免除された期間をあわせて25年
　　以上あること。（昭和5年4月1日以前に生まれた人は、
　　25年が生年月日によって10～24年に短縮されます。）

　★満65歳になったとき
　◆年金額の計算方法◆
　①老齢年金（通算老齢年金）

　　1，680円×（保険料納付月数＋保険料免除月数×寺）×

　　1．122（物価スライド率）

　②期間短縮者（昭和5年4月1日以前に生まれた人〉
　　①＋650円×（300月一被保険者月数）×

　　　　　保険料納付月数＋保険料免除月数×去
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1．122

’、

　　　　　　　　　被保険月数
③付加保険料を納めた人
　①または②で計算した額に（200円×付加保険料納付月

　数）を加算
隙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

欝
為

◆60歳からでも年金は受けられます◆

老齢（通算老齢）年金の繰上げ支給

　原則として65歳から受けられますが、希

望により60歳からでも受けられます。ただ

し減額されたその率は生涯つづきます。申

し出をした翌月分から支給されます。

老齢（通算老齢）年金の繰下げ支給

　65歳をすぎてから70歳になるまでの間な

ら受けることができます。この場合は65歳

になる前に市役所市民生活課年金係へ申し　60歳61歳62歳

出てください。
鬼

㌔∫9

9
笥
0
・
　
㌧

支給の割合（臓署綾る年金額を）

89％
80％

58％ 65％
72％

100％

188％
164％

126％143％
112％

63歳　64歳　　65歳　　66歳　67歳68歳　69歳70歳

　　’
．礎
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～障害年金～
Mさん（64歳・男）は、6年前の冬雪降ろし
の最中に屋根から落ちてケガをしその為、今日

　　ロまで寝た切りとなってしまう。労災の該当にも
ならず現在は、1級障害として障害年金を受給
しています。　「こうした制度があることは知ら

なかった」　「年々少しでも額が多くなっており

ある程度は満足していますが、何んせ、物価の
上昇が……」

また、Nさん（48歳・男）は、3年前に、近
所の集会所の階段から落ちてケガをし、そのま
ま寝たきりに。

「国民年金制度について、こんなになるまで、

余りにも知らなすぎた」　「事故があった時すぐ

に、相談にのってくれるような制度であったら
…∵．．（眞所の人かろ聞箆て手緯．きをレ女．）．」．

※現在、障害年金の受給者は、市内で175人
（1級64人2級111人）。中でも　“雪、に関係
する事故やケガが多いのが当市の特徴です。そ
れだけに“まさかの時“が多い地域ともいえま
す。こんな　黛まさかの時、への対応を忘れない

ことが大切なことといえます。

こん亀と壱に

00Φ⑤㊥OO

～母子年金～
　Kさん（31歳）は、夫婦で東京で商売をして

いたそうですが、2年前に夫が家の階段から落
ちて死亡、「今でもまだ信じられません……」

と。　「確かに年金もありがたいと思っています

が、それに頼らないよう働けるのだから出来る

だけ働いてゆくつもりです司

またOさん（36歳）は、今年の春、夫に病気で
先立たれました。　「先のことを考えると不安が

いっぱいあって……」　「年金はもちろん、もら

わないよりは良いが、子育て等今の生活の中で
は、大きな役にはたっていなく……」

※市内の母子年金の受給者総数は73人です。

一家の大黒柱をなくするということは誰もが考

えたくないこと。しかし、数少ないとはいえ、

こうした事実を取材してみて考えることは、い

つ、誰に、こうした不幸が訪れないとも限らな
いという認識でもありました。

自分自身の問題として考えてみる必要は誰に
でもあります。

　姦葬争
降多

　　　ノヤ　　　亀’6●イ
　　．ヘージ
　　　ー控，・　一
　　1婁享ごロo”ド

病気やケガをして身体障害者になっ

たとき

年金額　4級障害…703，500円

　　　2級障害…562，800円

※最近の4年（厚生年金や共済組合などの

カロ入期間も通算します）以上保険料を納

めている人

母子年金
　　　　妻が夫を亡くし18

　　　　歳未満の子と一緒

，1リソ、・

・■’●

’

㌧　r9　　●■
8　4∂

・
b

に生活していると

き　　年金額
562，800円

2人目の子は

60，000円

3人目の子から／人につき24，000円

加算。夫の死亡で＼他の公的年金制

度から遺族年金が受けられない人に

は／80，000円の田子カロ算があります。

※最近の／年以上保険料を納めている人

蓮屍年金

　　　　父や田が亡くなり18歳

　　　　未満の子だけが残され
　，’｝も∩玉　　たとき

　96，ぞ．一
．、・▽　　　年金額562，800円

を一’　　｛一　　・　・　2人目の子は60，000円
』一／　￥ン嶋峨

影9　　　　3人目の子からは4人

　　　　につき24，000円加算さ

　　　　れます。

※父や田が最近の4年（厚生年金や共済組

合などに加入した期間も通算）以上保険

料を納めているとき

死亡一時金

　　　　　ロ　りりの　　　ひ　　　　　　己，．い　　6・●・●
　　　●こ●（／～ρ、！ぎ

　　　　・・配§砥．．隼i・1
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　

　　　　　　　　　　
　

　　　　　　　』：’，●●

　　　　　　一　一9σ　　＝．　o　　　　　　鑓　｝’　　　　　　　響9」L

保険料を納めていた人が亡くなった

とき＼23，000円～52，000円

付加保険料を3年以上納めていると

きには＼さらに8，500円を加算。

※亡くなった人が3年以上保険料を納めて

いるときその遺族に

撫
鰯
礒
鰯
灘
馨

物
価
藻
ド
に
つ
い
て
轄
鴛
終
慰
縫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
な
場
合
の
詳
細
は
、
年
金
係
へ
。
）

問
国
幌
年
金
納
老
齢
年
金
を
受
け
　
時
効
と
不
服
申
立
て

る
の
は
　
ず
い
洛
ん
先
の
こ
と
で
す

　
答
　
　
ご
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
・
　
　
　
　
　
秘
．
蕊
瀾
難
灘
　
　
国
開

　
国
民
年
金
に
は
、
生
活
水
準
な
ど
　
問
，
国
民
年
金
に
つ
い
て
少
し
細
か

物
価
の
変
動
に
見
合
っ
て
、
年
金
額
　
い
こ
と
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
が
、
国

を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
仕
組
み
が
整
っ
　
民
年
金
の
受
給
や
還
付
請
求
の
時
効

て
い
ま
す
か
ら
、
年
金
が
目
減
り
し
　
　
と
停
止
処
分
等
の
不
服
申
立
に
つ
い

た
り
す
る
心
配
は
、
全
く
な
い
も
の
　
　
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

で
す
か
ら
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
答
　
　
国
民
年
金
給
付
の
請
求
に

国
民
年
金
と
税
金
　
　
㌶
箭
グ
鑛
鍵
鴎
縮
襟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
な
い
と
時
効
に
よ
っ
て
器
が
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
イ
訂
　
ら
れ
な
ー
な
り
ま
す
．
ま
た
、
死
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
轟
し
た
と
き
の
死
亡
蒔
金
の
請
求
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
（
　
　
保
険
料
を
納
め
す
ぎ
た
と
き
の
還
付

問
　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
　
　
の
請
求
は
二
年
以
内
に
請
求
を
し
な

か
ら
控
除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
に
は
　
　
い
と
時
効
と
な
り
ま
す
。

な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
が
。
　
　
国
民
年
金
の
加
入
期
間
や
保
険
料

　
答
　
　
そ
の
通
り
で
す
。
　
　
　
　
　
納
付
期
間
、
年
金
請
求
の
却
下
、
支

　
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
や
　
　
給
停
止
、
失
権
、
年
金
額
な
ど
そ
の
処

親
族
が
負
担
す
る
国
民
年
金
の
保
険
　
　
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

料
を
あ
な
た
が
支
払
っ
た
と
き
は
、
　
　
そ
の
決
定
の
通
知
を
う
け
た
日
の
翌

そ
の
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
　
　
日
か
ら
六
十
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
文

と
な
っ
て
、
あ
な
た
の
所
得
か
ら
差
　
　
書
ま
た
は
口
頭
で
審
査
請
求
す
る
こ

引
か
れ
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
せ
　
　
と
が
で
き
ま
す
。
　
（
あ
て
先
は
、
新

ん
の
で
税
金
も
安
く
な
り
ま
す
。
　
　
　
潟
県
庁
内
の
国
民
年
金
課
で
す
）

　
ま
た
、
だ
れ
し
も
が
わ
か
っ
て
い
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え
る
蹴

奮
市
民
ど
語
る
日
で
保
育
関
係
者
座
談
会
象

幽私　立　四日町保育園園長

　　　　　山本愛泉保育園園長

　　　　　森の保育園理事長代理

　　　　　十日町幼児園母の会会長

　　　　　北越保育園母の会会長

　　　　　いずみ保育園母の会会長

囹へき地新座保育園園長
　　　　　吉田保育園園長

　　　　　慈光保育園園長

　　　　　白梅保育園園長

囹幼稚園　愛宕幼稚園園長

　　　　　むつみ幼稚園P　T　A会長

　　　　　天使幼稚園母の会会長

囹市　立　北原保育所所長

　　　　　高山保育所所長

　　　　　川治保育所所長

　　　　　十日町保育所父母の会会長

　　　　　下条保育所父母の会会長

　　　　　十日町西保育所父母の会会長

●司　会　金沢市社会福祉事務所長

欝 磯

　　　　嚢

艶鱒嚢

　
十
一
月
の
市
民
と
語
る
日
は
「
こ
れ
か
ら
の
保
育
を

考
え
る
」
と
題
し
て
、
座
談
会
形
成
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
保
育
所
（
園
）
の
設
置
状
況
は
．
市
立
が
八
＼

私
立
が
七
＼
へ
き
地
が
九
施
設
あ
り
＼
ま
た
無
認
可
の

保
育
園
が
三
＼
季
節
保
育
園
が
三
施
設
と
な
っ
て
お
り
．

幼
稚
園
は
三
施
設
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
＼

就
学
前
児
童
数
は
．
十
年
前
に
五
壬
二
十
九
人
だ
っ
た

も
の
が
＼
今
年
度
は
四
干
九
±
二
人
に
な
り
＼
千
人
弱

麓
雛
、

灘
㎜
駿

も
減
少
し
て
お
り
、
ど
の
保
育
園
．
幼
稚
園
で
も
＼
園

児
数
に
達
し
な
い
＼
い
わ
や
る
定
員
割
れ
状
況
を
お
こ

し
て
い
ま
す
。
幼
児
人
ロ
の
減
少
は
当
分
続
く
と
予
想

さ
れ
る
中
で
＼
当
市
の
保
育
行
政
に
つ
い
て
施
設
配
置

を
見
百
し
＼
保
育
内
容
を
充
実
し
な
が
ら
＼
ど
の
よ
う

な
施
策
を
行
っ
て
ゆ
く
か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
保
育
行
政
に
関
り
の
深
い
万
々
か
ら
＼
保
育

全
般
の
現
状
と
今
後
へ
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
保
育
所
の
整
合
性
は

市
長
　
市
内
の
十
年
前
の
夫
婦
一
組

当
た
り
の
出
生
数
は
二
・
三
人
だ
っ

た
の
が
、
子
供
を
生
ま
な
く
な
る
傾

向
に
よ
り
一
・
六
人
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
幼
児
数
が
大
き
く
減
少
し
て

き
た
・
こ
と
に
伴
っ
て
、
ど
の
保
育
園
、

幼
稚
園
で
も
定
員
割
れ
が
生
じ
、
保

育
行
政
は
ま
が
り
角
に
き
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
各
保
育
園
に
助
成
を
行

い
、
園
児
減
少
に
伴
う
措
置
費
を
補

埴
ハ
し
な
が
ら
、
定
数
減
な
ど
で
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
市
単
独

で
八
千
万
円
の
運
営
費
負
担
を
行
っ

て
お
り
、
来
年
は
一
億
円
を
上
回
る

よ
う
な
状
況
で
す
。

　
昭
和
七
十
年
頃
ま
で
幼
児
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
全
保
育
園
、

幼
稚
園
に
不
利
益
が
お
こ
る
こ
と
は

市
民
の
不
幸
で
す
。
望
む
人
は
み
ん

な
保
育
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
維
持

し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
施
策
を
展

開
し
て
ゆ
く
か
、
前
向
き
の
姿
勢
で
、

正
し
い
保
育
行
政
の
あ
り
方
を
考
え

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
日
は
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
十

分
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
保
育
行
政

の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
の
参
考
に
し
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
ま
ず
、
本
来
は
設

置
目
的
、
機
能
が
異
っ
て
い
る
幼
稚

園
、
保
育
園
が
、
現
状
で
は
や
や
も

す
る
と
、
保
育
園
の
幼
稚
園
化
、
そ

の
逆
も
多
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
今
後
の
幼
稚
園
、
保
育
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
お
願
い

し
ま
す
。

山
本
愛
泉
保
　
文
部
省
で
の
幼
児
教

育
の
知
的
教
育
の
時
間
は
一
日
四
時

間
で
良
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市

内
の
幼
稚
園
の
場
合
、
給
食
、
延
長

保
育
が
な
さ
れ
る
な
ど
保
育
園
化
し

て
い
ま
す
。
整
合
性
を
考
え
た
場
合

幼
稚
園
ら
し
く
、
保
育
園
ら
し
く
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
三
幼
稚
園
と
も
通
園
バ
ス
を

出
し
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
に
よ
り
遠

い
所
の
幼
児
を
集
め
る
の
は
、
移
動

幼
稚
園
が
で
き
た
と
同
じ
こ
と
で
す
。

歩
い
て
通
え
る
範
囲
が
理
想
で
あ
り

将
来
を
考
え
た
場
合
、
幼
稚
園
は
定

員
百
五
十
名
、
保
育
園
は
九
十
名
程

度
で
の
保
育
が
望
ま
し
く
、
幼
・
保

も
共
存
共
栄
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

新
座
保
　
国
で
は
幼
稚
園
は
文
部
省

保
育
所
は
厚
生
省
の
所
管
で
あ
り
、

別
の
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
幼
児
の
減
少
に
伴
う
園
児

の
争
奪
合
戦
が
お
こ
る
こ
と
は
、
子

供
達
に
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と
で
あ

り
、
不
幸
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
市
内
の
す
べ
て
の
幼
児
が
、
同

じ
権
利
、
立
場
で
、
幸
せ
な
生
活
を

お
く
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
第
一

と
し
て
、
見
直
し
を
進
め
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

愛
宕
幼
　
私
が
保
育
園
か
ら
幼
稚
園

に
き
り
か
え
た
昭
和
三
十
五
年
頃
は
、

入
所
希
望
児
童
の
増
加
に
よ
り
、
定

員
は
百
七
十
名
で
あ
り
、
他
市
町
村

に
も
み
ら
れ
な
い
状
況
で
、
半
分
は

入
所
を
こ
と
わ
っ
て
い
た
。
そ
ん
な

関
係
で
保
育
園
が
幼
稚
園
化
し
て
い

る
と
い
わ
れ
、
幼
稚
園
の
設
立
が
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
で

は
、
保
育
時
間
の
延
長
な
ど
、
幼
稚

園
が
保
育
園
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

乳
児
を
除
け
ば
、
保
育
内
容
に
そ
ん

な
に
ち
が
い
は
な
く
、
幼
保
一
元
化

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
通
園
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
園
児
が

過
去
に
比
べ
て
三
十
％
も
減
少
し
て

お
り
、
経
営
の
面
か
ら
も
最
低
限
度

の
園
児
数
を
維
持
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
幼
児
教
育
を
受
け
た
い

と
遠
い
方
か
ら
の
希
望
も
あ
る
の
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
所
、
申
込
み

が
多
く
あ
り
、
や
む
を
得
ず
入
れ
た

と
い
う
経
過
で
す
。

北
原
保
　
保
育
園
に
お
い
て
は
今
後

長
時
間
、
ゼ
ロ
歳
児
保
育
な
ど
が
考

え
ら
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
同
じ
学
校
で
席
を
並
べ
る
子
供
た

ち
な
の
で
、
格
差
が
で
き
る
の
は
よ

く
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
、
現
在
は

同
じ
子
供
を
あ
つ
か
う
立
場
で
、
横

の
つ
な
が
り
が
な
い
と
思
う
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
本
当
の
子
供
の

幸
せ
を
考
え
な
が
ら
、
話
し
合
い
を

進
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
長
　
園
児
の
争
奪
戦
は
望
ま
し
く

な
い
と
の
話
が
で
ま
し
た
が
、
現
実

に
争
奪
戦
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
行
政
上
ゆ

ゆ
し
い
問
題
に
な
る
の
で
、
解
決
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
日
町
保
　
確
か
に
大
変
な
問
題
で

あ
り
、
私
立
で
も
園
児
が
減
少
す
れ

ば
措
置
費
が
入
ら
ず
、
同
じ
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
現
実
に
三
幼
稚
園
と
も
通
用
バ
ス

を
出
し
て
お
り
、
私
ど
も
の
近
く
ま

で
き
て
い
る
の
で
、
お
互
い
こ
の
範

囲
ま
で
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
、
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腹
を
わ
っ
た
話
し
合
い
が
必
要
で
す
。

若
い
方
は
、
便
利
な
方
を
選
ぶ
傾
向

が
あ
り
、
と
か
く
そ
ち
ら
に
流
れ
て

し
ま
う
一
面
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
話

し
合
い
の
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
日
町
保
　
バ
ス
通
園
に
つ
い
て
、

そ
れ
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
と
か
く

現
代
は
歩
く
機
会
が
少
な
い
の
で
、

小
さ
い
時
か
ら
歩
く
こ
と
が
第
一
だ

と
思
い
ま
す
。

い
ず
み
保
　
子
供
を
あ
ず
け
る
立
場

か
ら
は
、
幼
稚
園
も
保
育
園
も
、
保

育
に
関
し
て
は
平
等
で
あ
っ
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
し
、
就
学
し
た
時
に

差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
そ

の
よ
う
な
考
え
で
保
育
に
あ
た
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

愛
宕
幼
　
四
日
町
保
育
園
さ
ん
が
い

わ
れ
た
よ
う
に
、
ど
の
範
囲
は
ど
こ

の
園
に
ゆ
く
の
か
を
よ
く
話
し
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
幼
保
は

内
容
に
お
い
て
一
元
化
し
て
い
る
の

で
、
市
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
、
整

合
性
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
続
い
て
、
幼
児
の

減
少
が
続
き
、
施
設
の
配
置
に
つ
い

て
も
今
後
の
重
要
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
提

言
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長
　
市
で
は
現
在
八
千
万
円
の
保

育
所
運
営
費
負
担
を
行
っ
て
お
り
、

幼
児
の
減
少
に
よ
り
、
今
後
ま
だ
増

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
全
額
が
貴
重

な
一
般
財
源
で
あ
り
、
他
の
事
業
を

含
め
て
多
角
的
に
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
保
育
行
政
の
た
め
に
ど

れ
だ
け
持
出
し
で
き
る
の
か
を
見
極

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
施
設
整
備

へ
の
投
入
は
将
来
ま
で
残
る
も
の
で

す
が
、
保
育
に
投
入
す
る
経
費
は
、

極
論
す
る
と
消
え
て
な
く
な
る
お
金

で
す
。
市
政
全
般
を
見
渡
し
て
、
五

万
市
民
の
中
で
、
二
千
二
百
人
の
幼

　
　
　
　
　
　
　
　

児
の
た
め
に
ど
の
程
度
投
資
で
き
る

か
、
そ
こ
に
限
界
も
あ
り
ま
す
。

北
原
保
　
保
育
園
に
か
け
る
経
費
は

消
え
て
い
く
も
の
と
い
う
お
話
で
す

が
、
確
か
に
施
設
の
よ
う
に
形
に
は

残
ら
な
い
も
の
の
、
次
代
を
担
う
子

供
達
を
育
て
る
と
い
う
考
え
方
で
進

め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

市
長
　
学
校
、
社
会
、
老
人
教
育
な

ど
、
ど
の
面
で
も
そ
の
よ
う
な
考
え

に
あ
て
は
ま
り
、
市
費
で
運
営
し
て

い
る
以
上
限
界
が
あ
り
ま
す
。
消
え

て
ゆ
く
と
い
う
表
現
は
悪
い
が
、
施

設
は
将
来
に
渡
っ
て
、
ど
の
年
代
も

使
っ
て
ゆ
け
、
ま
た
施
設
建
設
費
の

内
、
市
の
一
般
財
源
を
出
す
の
は
総
額

の
十
五
％
程
度
で
す
。
種
々
の
要
望

が
あ
る
中
で
、
少
な
い
お
金
の
運
用

を
常
に
考
え
、
決
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
立
場
に
い
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
、
施
設
配
置
の
問

題
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
保
育

の
あ
り
方
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。

高
山
保
　
市
内
で
は
特
別
保
育
、
い
の

こ
り
、
早
出
保
育
な
ど
の
保
育
内
容

な
ど
は
進
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

公
立
、
私
立
の
保
育
園
の
数
が
適
正

で
、
相
互
に
刺
激
し
あ
っ
て
よ
い
方

向
に
進
ん
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
面
か
ら
の
施
設
配
置
も
考

え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

実
状
に
あ
っ
た

　
　
　
　
保
育
を
推
進

四
日
町
保
　
私
立
で
は
、
今
後
時
間

延
長
、
夜
間
保
育
、
乳
児
保
育
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
組
ん
で
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
が
必

要
と
す
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
前
向

き
の
姿
勢
で
、
実
状
に
合
っ
た
こ
と

を
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
幼
児
の
減
少
が
続
け
ば
、

定
員
減
を
考
え
な
が
ら
、
適
正
規
模

を
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。新
座
保
　
産
業
不
況
に
伴
っ
て
共
稼

ぎ
が
増
え
、
延
長
保
育
な
ど
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
き
て

い
ま
す
。
社
会
状
勢
の
変
化
の
中
で
、

蓼

ー
黛
畿

　
　
璽

子
供
達
の
幸
せ
を
考
え
、
特
に
就
学

前
児
童
の
相
談
室
や
、
専
門
指
導
者

に
よ
る
相
談
な
ど
、
平
等
に
施
策
を

ほ
ど
こ
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

市
長
　
私
立
に
お
け
る
ゼ
ロ
歳
児
保

育
、
延
長
保
育
、
夜
間
保
育
は
、
共

稼
ぎ
の
増
に
よ
り
、
需
要
も
で
て
く

る
の
で
、
進
め
て
も
良
い
と
思
う
し
、

市
の
援
助
も
考
え
て
ゆ
き
ま
す
。
そ

の
よ
う
に
、
新
し
い
施
策
を
も
り
込

ん
で
保
育
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、

資
金
を
投
入
す
る
こ
と
は
行
政
の
仕

事
で
も
あ
り
ま
す
。

川
治
保
　
現
在
の
保
母
配
置
の
最
低

基
準
は
昔
か
ら
の
も
の
で
、
社
会
状

勢
の
変
化
に
よ
る
子
供
自
身
、
あ
る

い
は
家
庭
問
題
の
変
化
を
考
え
た
場

合
、
基
準
が
適
正
で
あ
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
夜
間
、
長
時
間
、

乳
児
保
育
な
ど
、
保
母
の
人
手
が
伴

わ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

検
討
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

民
間
か
ら
支
援
を

　
　
　
　
　
仰
ぐ
体
制
を

山
本
愛
泉
保
　
こ
れ
か
ら
の
保
育
を

考
え
る
と
、
結
局
す
べ
て
経
費
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

公
立
も
私
立
も
、
地
域
と
密
接
な
つ

な
が
り
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
か
ら
の
措
置
費
だ
け
に
た
よ
る
の

で
な
く
、
民
間
か
ら
の
援
助
、
た
と

え
ば
後
援
会
の
よ
う
な
組
織
の
結
成

に
よ
る
資
金
援
助
も
必
要
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。

む
つ
み
幼
　
小
学
校
に
あ
が
る
前
の

義
務
教
育
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
幼

稚
園
、
保
育
園
は
同
じ
レ
ベ
ル
で
考

え
て
も
ら
い
、
で
き
れ
ば
市
立
の
幼

稚
園
を
設
置
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

天
使
幼
　
十
月
か
ら
通
園
バ
ス
が
入

り
、
大
変
良
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

通
園
バ
ス
は
、
保
育
の
充
実
の
面
、

あ
る
い
は
経
営
の
面
を
考
え
て
実
施

し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
市
長
　
貴
重
な
ご
意
見
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
こ
の
先
一
年
間
、
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
保
育
に
対

す
る
市
民
の
期
待
は
大
き
く
、
何
と

か
幼
児
教
育
行
政
を
十
日
町
市
の
中

に
定
着
さ
せ
、
立
派
な
子
供
達
を
育

て
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
所
入
所
帯
請
を
受
付

　
帝
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
秘

五
十
九
年
四
月
、
保
育
所
に
入
所
を

希
望
す
る
児
童
の
受
付
を
、
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
闘
　
十
｝
月
十
五
臼
㈹
～
十

一
月
二
十
五
日
㈱
ま
で
。

入
斯
資
格
　
十
琶
町
市
に
住
民
登
録

し
て
あ
っ
て
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
。

提
出
書
類
　
①
保
育
所
入
所
申
請
書

（
市
桂
会
福
祉
事
務
所
と
各
保
育
所
に

あ
り
ま
す
。
）
②
就
業
（
継
続
及
び
予

建
）
証
朋
書
…
所
建
の
網
紙
ガ
あ
り

諜
旗
．
③
就
学
譲
購
書
（
箆
堂
の
父

難
が
就
撃
し
鷲
瞬
る
揚
合
）
。
④
父
兄
、

繊
父
母
癒
ど
が
病
気
の
場
会
ほ
医
師

の
診
断
書
（
こ
の
場
合
、
六
十
五
歳

以
上
の
入
は
病
気
で
も
診
断
書
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　
入
所
選
考
は
、
申
請
書
類
、
面
接

に
よ
っ
て
行
な
い
保
育
に
欠
け
る
度

合
で
入
所
決
定
し
ま
す
の
で
、
施
設

定
員
を
超
え
て
入
所
申
請
が
あ
っ
た

場
合
は
、
希
望
す
る
施
設
に
入
所
出

来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園
や

へ
き
地
保
育
所
に
入
所
が
決
定
し
て

い
る
児
童
は
、
選
考
の
対
象
外
に
な

鐙
ま
、
す
。
串
込
み
と
お
闘
い
合
せ
は
、

市
種
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
電
七

ー
醐
榊
叢
一
一
番
内
線
ご
二
五
）
へ
。

公私
立別
施　設　名 住　所 定員

公 十日町保育所 学校町1 60

〃 鐙島保育所 南鐙坂 70

〃 高山保育所 錦町2 70
〃 川治保育所 川治上町 90

〃 下条保育所 下条本町 50

〃 十日町西保育所 下川原町 110

〃 北原保育所 北　　原 45

〃 水沢保育所 土市第2 120

私 十日町幼稚園 本町西1 90

〃 北越保育園 本町6－1 90
〃 四日町保育園 四日町2 120

〃 山本愛泉保育園 山本2 90
〃 森の保育園 大黒沢東 90

〃 いずみ保育園 昭和町3 90

〃 中条保育園 中条中町 90

〃 慈光保育園 北新田1 90
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記
念
事
業
に
あ
な
た
の

　
昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に

十
日
町
市
が
誕
生
し
て
以
来
、
ま
も

な
く
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

　
而
立
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
で
は
「
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念

事
業
計
画
策
定
委
員
会
」
を
発
足
さ

せ
、
そ
の
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
幅
広
い

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
三
十
年
を
土
台
に
し

て
、
よ
り
充
実
し
た
節
目
に
な
る
よ

う
な
“
ア
イ
デ
ア
”
や
”
事
業
”
を

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ア
イ
デ
ア
を

　
な
お
、
実
施
す
る
事
業
は
、
市
主

催
の
も
の
に
限
ら
ず
、
市
と
市
民
が

共
同
し
て
実
施
す
る
も
の
、
民
間
団

体
や
グ
ル
ー
プ
が
主
に
な
っ
て
実
施

す
る
も
の
な
ど
、
何
ん
で
も
け
っ
こ

う
で
す
。

　
事
業
の
実
施
年
度
は
五
十
九
年
度

の
一
年
間
で
す
（
五
十
九
年
度
に
ス

タ
ー
ト
す
る
も
の
を
含
み
ま
す
）

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
も
の

　
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、

■
事
業
名
（
実
施
可
能
な
も
の
を
）

■
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

　
■
実
施
す
る
た
め
の
テ
ー
マ
や

　
　
考
え
方

　
以
上
の
三
つ
の
中
の
ひ
と
つ
だ
け

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
実
施
す
る
た
め
の
組

織
や
推
進
体
制
、
必
要
推
定
経
費
も

わ
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
十
一
月
十
九
日
（
土
）

応
募
先
　
市
役
所
総
務
課
企
画
広
報

係
（
盈
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
一
二

三
、
二
一
四
、
千
歳
町
三
－
三
）

　
応
募
方
法
は
、
葉
書
、
便
せ
ん
（
レ

ポ
ー
ト
用
紙
）
、
電
話
な
ど
、
い
ず

れ
で
も
可
で
す
。

　
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
に

は
、
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
前
記
、
総
務
課

企
画
広
報
係
へ
。

10周年・20周年のおもな事業

【10周年】

●記念植樹（杉）　笠置1．75ha

●記念式典（於　体育館）

●市政功労者等の表彰

●旗行列、鼓笛隊パレード（小・中学校生徒）

●記念品（湯呑み茶碗）を全世帯に配布

●市職員永年勤続者表彰

●市勢要覧に10年のあゆみを収録発行

●市民体育大会を慣例行事として実施

【20周年】

●記念植樹～市の木桐・市推奨の木杉

　　　（併せて10周年の植林地視察）

●市花の植栽奨励～山つつじ

●市民憲章の制定

●記念誌の発行

●十日町公園の着手

●巡回文庫の設置

●商工行事等との併合行事の実施

●市民表彰（審査委員会設置により審査）

●市民体育大会の開催

●記念式典

広和君（吉田小）に

　市長賞
～子供の遊び場図画展～

木ホ
　
市
建
設
課
で
は
、
ク
ロ
ス
ー
0
か
ら

博
物
館
、
下
水
道
終
末
処
理
場
を
結

ぶ
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
計
画
に
反
映
さ

せ
る
た
め
「
子
供
の
遊
び
場
」
の
図

画
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
審
査
会
が
開
か
れ
、
市
長

賞
に
吉
田
小
六
年
の
林
広
和
君
が
入

賞
す
る
な
ど
、
つ
ぎ
の
皆
さ
ん
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
小
・
中
学
校
十
一

ヵ
校
、
二
百
二
十
点
で
し
た
。

　
こ
の
作
品
の
中
か
ら
、
博
物
館
近

く
に
計
画
し
て
い
る
子
供
の
遊
び
場

の
中
で
、
楽
し
い
夢
と
ア
イ
デ
ア
を

も
り
込
ん
だ
広
場
づ
く
り
が
は
か
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
市
長
賞

　
林
広
和
（
吉
田
小
六
年
）

　
　
優
秀
賞

　
高
橋
通
徳
（
西
小
六
年
）
、
柳
則

由
（
吉
田
小
六
年
）
、
村
山
鈴
子
（
下

条
小
五
年
）
、
相
崎
誠
一
（
吉
田
小

難
織
覇
灘
懸
品

　
　
　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
』林広和君（吉田ノ

五
年
）

　
　
金
賞

　
庭
野
淳
一
（
西
小
六
年
）
、
大
熊

明
（
中
条
小
五
年
）

　
　
銀
賞

　
西
野
剛
（
西
小
六
年
）
、
柳
健
太

郎
（
吉
田
小
六
年
）
、
丸
山
有
紀
（
吉

田
小
五
年
）
、
柳
高
志
（
吉
田
小
五

年
）
、
曽
根
圭
子
（
中
条
小
五
年
）

　
　
銅
賞

　
風
間
康
子
（
中
条
中
一
年
）
、
曽

熟選作品展示会
簸凝縫騒顕まで

　　　　事役所帝民ホール

灘潟欝鴎～喪月2β臼

　　　　ク撫ス欝筆段町ギャラ1籍一

根
清
子
（
中
条
中
一
年
）
、
野
上
佳

宏
（
西
小
六
年
）
、
庭
野
久
美
（
下

条
小
六
年
）
、
大
島
昭
彦
（
十
日
町

小
六
年
）
、
高
橋
裕
子
（
十
日
町
小

六
年
）
、
加
藤
亜
記
子
（
十
日
町
小

五
年
）
、
庭
野
敦
史
（
中
条
小
五
年
）

大
熊
哲
也
（
中
条
小
五
年
）
、
樋
口

隆
（
中
条
小
五
年
）
、
根
津
真
紀
子

（
十
日
町
小
五
年
）

賛
助
出
品
入
選
　
池
田
明
博
、
広
田

剛
、
阿
部
大
祐
…
…
以
上
西
小
学
校

間
税
に
関
す
る
標
語
入
賞
者

週る
◎
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
優
秀

知
〔
良
く
知
ろ
う
税
の
し
く
み
と
大
切
さ
〕

を
池
田
雅
彦
（
水
沢
中
二
年
）

税
●
同
佳
作

％
〔
一
人
の
た
い
の
臭
き
様
嚇
〕
百
合
子
（
中
条
中
三
年
）

～
　
〔
生
き
て
ま
す
暮
ら
し
の
中
に
税
金
が
〕

％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
　
山
　
欣
　
也
（
下
条
中
三
年
）

1
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⑯

　
参
加
費
二
千
円
で
、
き
も
の
十
日
町
の
良
さ
を
満
喫
。

　
市
観
光
協
会
の
主
催
事
業
の
。
き
も
の
の
里
を
き
も
の

で
歩
こ
う
”
が
、
秋
晴
れ
爽
や
か
な
十
一
月
三
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
参
加
者
は
、
二
十
八
名
。
遠
く
は
、
北
海
道
、

静
岡
、
東
京
な
ど
か
ら
来
ら
れ
た
人
も
い
ま
す
。
中
に
は

き
も
の
を
初
め
て
着
た
人
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
き
も
の

を
着
る
の
が
大
好
き
な
人
も
い
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
観
光
の
目
玉
的
と
も
い
え
る
こ
の

事
業
の
第
二
回
目
の
内
容
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●六川典子さん（埼玉県岩槻市）
＋日町に単身赴任している父が勝手に申込、灘

藩曹臨欝謎熱間・．講勧
ができました。今度の雪まつりには、ぜひ自

分の着物を着て参加したいなと思っています。

●杉山敏子さん（北魚沼郡小出町）

　もう少し街を歩いてみたかった。友人に誘われて参加した

んですけれど、着物が好きな私としてはこんな催しのあるこ

とをとても嬉しく思います。もっともっとPRして、多くの
人達からこの企画に参加してもρ）うようにしたらいいんじゃ

ないですか。

●吉田政子さん（大黒沢東）

　主人が転勤商売なものですかβ）十日町での記念に参加して

みました。ふだんは家事、雑事に追われゆっくりと時間を過

ごすことができません。その分今日は目いっはい楽しませて
もらいました。来年もし1一日町にいたら、また必ず参加させ
ても」）います。

●鈴木照代さん（南魚沼郡六日町）

　以前に観光の仕事もやったことがあるので、このようなイ

ベントの大変さがわかります。それにしても素晴らしい企画

ですね。レ日町に来たのは今回が3回目ですがこのまちの良
さを再認識しました。国鉄とのタイアツブなどもおもしろい

のではないでしょうか。

●北原優子さん（新潟市）

　テレビで募集を知り仲間3人とともに参加しました。スタ
ツフの皆さんの一一生懸命な姿に、地場産業を盛りたてようと

する気持ちが伝わってきました．私自身としては”紬、、や“染

め・・のことを学べる場として何か事業があったら、最高でした
ヂバ．．．．．。

　
　
当
初
の
参
加
予
定
人
数
は
、
三
十

離，
五
人
。
当
日
都
合
で
欠
席
者
が
七
人
。

　
　
受
付
後
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
き
も

　　鐵
馨

の
を
“
き
も
の
バ
ン
ク
”
の
中
か
ら

選
ん
で
、
ま
ず
は
着
付
け
か
ら
開
始

で
す
。
　
「
き
も
の
の
里
十
日
町
の
風

●
凝
．

　
　
　
か

　
　
　
す

　
　
　
で

　
　
　
い

　
　
　
な

土
色
を
十
分
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

の
村
山
商
工
課
長
の
あ
い
さ
つ
で
出

発
。
博
物
館
で
は
、
き
も
の
の
歴
史

を
勉
強
。
そ
し
て
街
の
中
へ
…
…
。

昼
食
は
、
名
物
十
日
町
の
そ
ば
。
テ
レ

ビ
の
取
材
に
少
し
緊
張
ぎ
み
の
皆
さ

ん
で
し
た
。
午
後
は
、
来
迎
寺
、
そ

し
て
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ヘ
。
山
の
上
で

の
着
物
姿
は
全
員
が
初
体
験
で
す
。

山
々
の
初
雪
と
紅
葉
と
き
も
の
美
人

↑

来迎寺にて

　初雪と紅葉の魚沼スカイ

　ラインで記念撮影　　→

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
着
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
を
と
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
こ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
も
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
き
着
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
は
を
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
度
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
　
、
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
フ
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
B
ゾ
　
、
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
旧
力
沢
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
だ
カ
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荻
ト
の
に
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
で
た
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阜
彦
来
。
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
倣
研
に
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
の
里
し
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
会
の
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
成
の
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
恭
佼
も
加
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
正
き
参
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
血
角
で
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
が
●
　
折
の
う

が
見
事
に
調
和
し
て
い
ま
し
た
。
最

後
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
の

お
茶
。
琴
の
調
べ
が
流
れ
る
中
で
ミ

ニ
茶
会
は
、
こ
の
事
業
の
締
め
く
く

り
に
最
適
な
も
の
で
し
た
。

「
き
も
の
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
」

「
来
年
も
必
ず
参
加
し
た
い
」
等
の

感
想
が
多
か
っ
た
こ
と
も
今
回
の
特

色
の
ひ
と
つ
。
来
年
以
降
の
事
業
発

展
に
大
き
な
期
待
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏
鞭
難

麟
難
．

・享

　　　　　　　　　　　驚
　　　　　　　　　　　“
　　　　　　　　　　琴　　　　　　　　　“
　　　　　　　　薫
　　　　　　　　“蕊、
　　　　　　繋
　　　　　は　　　　で　　　10　　ス　ロ舞

地
下
水
の
干
渉
調
査
に

（
消
パ
イ
）
ご
協
力
を
〃

　
　
　
　
　
％
～
％

　
市
と
市
地
下
水
利
用
対
策
協
議
会

（
会
長
諸
里
市
長
）
で
は
、
次
の
内

容
に
よ
り
「
地
下
水
干
渉
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
有
限
な
資
源
ー
1
地
下
水
を
有
効

利
用
を
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
現
在
の

状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、

地
下
水
の
干
渉
範
囲
の
実
態
把
握
の

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
調
査
期
間
】

　
十
一
月
十
四
日
㈲
ー
十
六
日
㈲
の

三
日
間

【
調
査
区
域
】

　
泉
町
・
昭
和
町
二
・
三
丁
目
・
栄

町
・
高
田
町
三
丁
目
“

【
調
査
方
法
】

　
三
日
間
（
七
十
二
時
間
）
、
調
査

区
域
内
に
あ
る
消
雪
パ
イ
プ
を
稼
動

さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
下
水
位
（
動

水
位
）
を
中
心
に
状
況
を
観
測
す
る
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
〃

　
市
で
は
、
節
水
の
ご
協
力
を
市
民

の
皆
様
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
将
来

的
な
水
利
用
の
中
で
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
調
査
と
し
て
位
置
づ
け
、
三

日
間
の
連
続
揚
水
を
行
う
も
の
で
す
。

「
雪
も
降
っ
て
い
な
い
の
に
地
下
水

の
無
駄
使
い
で
は
な
い
か
」
等
と
間

違
い
な
い
よ
う
、
対
象
区
域
を
は
じ

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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標
準
食
肉
販
売
店
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
年
々
、
食
生
活
は
豊
か
に
な
り
、

食
肉
の
消
費
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
七
好
に
あ
っ
た
安
い
よ

い
肉
を
選
び
、
上
手
に
料
理
し
て
も

ら
う
た
め
、
食
肉
の
部
位
や
料
理
用

途
に
つ
い
て
、
よ
く
わ
か
り
、
買
い

や
す
い
よ
う
に
、
食
肉
の
表
示
販
売

の
普
及
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
趣
旨

に
そ
っ
て
、
食
肉
を
販
売
す
る
店
を

「
標
準
食
肉
販
売
店
」
と
し
て
県
が

指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
指
定
店
に

は
、
巡
視
モ
ニ
タ
：
に
よ
っ
て
、
食

肉
の
品
揃
え
や
表
示
の
実
施
状
況
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
ん
な
表
示
を
し
て
い
ま
す

　
指
定
店
の
食
肉
に
は
、
次
の
ゴ
う

な
表
示
が
し
て
あ
り
ま
ず
。

一
、
牛
肉
、
豚
肉
の
種
類
ご
と
に
「
カ

タ
」
、
　
「
ロ
ー
ス
」
、
　
「
バ
ラ
」
、

「
モ
モ
」
な
ど
の
食
肉
の
部
位
表
示

二
、
ス
キ
焼
用
、
カ
レ
i
用
な
ど
料

理
用
途
別
表
示

三
、
百
グ
ラ
ム
当
り
○
○
円
な
ど
の

価
格
表
示
で
す
。

　
な
お
、
料
理
用
途
別
表
示
に
つ
い

て
は
、
店
の
見
え
る
場
所
に
表
示
し

て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
指
定
店
の
看
板

　
県
内
に
は
二
百
十
四
店
（
市
内
で

は
二
店
）
が
標
準
食
肉
販
売
店
の
指

定
を
受
け
て
お
り
、
店
頭
に
は
、
右
下

の
よ
う
な
看
板
が
で
て
い
ま
す
。

標準食肉販売店

覇潟県知撫指定
、
＼

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
自
粛
を

　
雪
の
た
よ
り
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
聞

か
れ
ま
す
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、

冬
の
道
路
を
安
全
に
走
る
手
段
で
す

が
、
反
面
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
ょ

っ
て
道
路
が
損
耗
し
、
削
り
取
ら
れ

た
舗
装
材
に
起
因
す
る
粉
じ
ん
発
生

を
伴
い
市
民
生
活
に
影
響
が
で
て
い

・
ま
す
。

　
そ
の
被
害
を
最
少
に
食
い
と
め
る

た
め
、
降
雪
前
は
極
力
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
を
着
用
し
な
い
よ
う
に
し
、
降

雪
後
も
、
で
き
る
だ
け
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
に
か
え
て
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

十
一
月
は
　
　
●

　
雇
用
保
険
適
用

　
　
　
　
　
促
進
月
間

　
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、

雇
用
保
険
制
度
は
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
加
入
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
労
働
保
険

事
務
組
合
で
手
続
き
が
と
れ
ま
す
し

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
十
日
町
公
共

職
業
安
定
所
（
盈
七
－
二
四
〇
七
番
）

の
ほ
う
か
ら
手
続
き
に
お
伺
い
し
ま

す
。

卸売市場創立10周年記念

“市場まつり“開催

　地方卸売市場十日町生鮮食品では、創立10周年を

記念して11月13日略市場まつり、を開催します。

　この市場まつりは、生活に密着した生鮮食品を提

供していながら、消費者の皆さんに卸売市場の実態

を、なかなか知ってもらう機会がないので、10周年

のこの機会に卸売市場の認識を高めてもらおうとい

うものです。

日時　11月13日（日）　午前9時30分～午後2時

会場　十日町生鮮食品卸売市場

　（国道253号線高山バイパス脇）

行事内容　　〔展示即売〕o模擬競売（野菜コーナー・

　果物コーナー・水産物コーナー・…お客さんから

　自由にせってもらいます）o輸入果実・水産物・

　食糧品の試食、oきのこ原木即売

　〔サービス行事〕o豚汁・甘酒サービス、o景品

　進呈、o青果・水産物量目あてゲーム、o子供輪

　投げゲーム

捗◆／　　　　　　　　　　　　　　蟹　　　　　　　　　　龍

　　　　　　　憲　　　　　慧

　　　　葬　　響タ

よう

賃金は

3，151円

者

間394円

し
低
日
働
時

確かめま

新潟県最

　　1
時間給労

　　1
最低賃金のお問い合せは

　十日町労働基準監督署（費2－2079番）へ

こ
ん
な
と
き
、
こ
ん
な

　
　
　
　
農
業
制
度
資
金
を

　
　
　
　
林
業
資
金

　
林
業
資
金
に
は
造
林
資
金
の
ほ
か

林
道
資
金
、
林
業
経
営
改
善
（
林
地

取
得
）
資
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
造
林
資
金
は
、
林
業
資

金
全
体
み
八
割
近
く
を
占
め
て
い
ま

す
。　
こ
の
資
金
は
、
植
付
、
補
植
な
ど

か
ら
林
齢
二
十
年
以
下
の
下
刈
り
、

除
伐
、
施
肥
な
ど
の
保
育
や
造
林
作

業
道
の
設
置
、
造
林
機
械
の
購
入
に

必
要
な
資
金
に
つ
い
て
融
資
さ
れ
ま

す
。　
　
融
資
の
対
象
と
な
る
事
業

O
、
人
工
植
栽

口
、
天
然
林
改
良

口
、
森
林
の
保
育
、
保
護
、
保
全
な

　
ど
の
育
林

四
、
造
林
用
付
帯
施
設
と
し
て
の
作

　
業
道

㈹
、
造
林
用
機
械
な
ど
の
設
置
ま
た

　
は
改
良

　
　
融
資
を
受
け
る
資
格

に〉←）

　　、　　　　、

O
、

口
、

個
人
森
林
組
合
、
農
協
、
公
社
な
ど

利
率

国
の
補
助
事
業
の
場
合

　
　
　
　
　
　
六
・
五
％

補
助
事
業
で
女
い
場
合

（
造
林
資
金
）

翫
④

①
小
造
林
（
五
百
診
以
下
）
及
び

公
有
林
拡
大
造
林
、
唇
三
．
五
％

②
大
造
林
拡
大
造
林
　
四
・
五
％

　
　
据
置
期
間
中
は
四
・
○
％

　
償
還
期
限

O
、
補
助
事
業
の
場
合
…
三
十
年
以

　
内
（
二
十
年
以
内
の
据
置
を
含
む
）

口
、
補
助
事
業
で
な
い
場
合

①
小
造
林
及
び
大
造
林
拡
大
造
林

　
…
三
十
五
年
以
内
（
二
十
年
以
内

　
の
据
置
を
含
む
）
、
②
公
有
林
拡

　
大
造
林
…
三
十
年
以
内
（
二
十
年

　
以
内
の
据
置
を
含
む
）

　
　
融
資
限
度

　
（
融
資
対
象
事
業
費
ー
国
庫
補
助

金
額
）
×
八
○
％
以
内

　
た
だ
し
、
公
社
、
森
林
組
合
な
ど

は
拡
大
造
林
に
限
り
九
〇
％
以
内

　
　
手
続
き

　
一
般
農
家
が
借
入
れ
す
る
に
は
、

森
林
組
合
な
ど
を
通
じ
て
申
込
み
手

続
き
を
す
る
の
が
便
利
で
す
。
こ
の

場
合
、
森
林
組
合
が
借
り
入
れ
て
農

家
に
転
貸
す
る
形
を
と
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
林
課
耕
地
林
務
係
（
盈

七
ー
三
一
一
一
番
内
線
三
三
四
）
か

森
林
組
合
（
餐
八
ー
三
一
一
五
）
へ

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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嫌
．
　
　
　
轟

12月3省・4曾

寧

会場・クロス10十日町

90
の
大

▲講演総灘馨選勲鍵ウム▲

3日・12：30記16：00

●パネルディスカッション
　～雪・調和・くらし～

●記念講演

　「雪と調和するくらし」

　講師　高橋喜平さん

　▲展鍵添翼塗．縁▲

●十日町試験地コーナー

●屋根雪処理

●流雪溝

●除雪機械

●消融雪方法

　▲㊥徽藩▲
●竹スキー特設ゲレンデ

●高橋喜平写真展

●克雪、冬季用品展示即売会

●らくがき大会

●積雪深予想

利用されています
　　　　新幹線駐車場

～1年間で4，000台が駐車～

　
昨
年
十
一
月
十
五
日
の
上
越
新
幹

線
開
業
と
同
時
に
、
自
家
用
車
で
の

利
用
者
の
た
め
に
、
市
で
は
湯
沢
と

浦
佐
駅
前
に
駐
車
場
を
開
設
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
一
年
間
で
、
の
べ

四
千
台
の
利
用
車
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
と
に
、
湯
沢
駅
前
の
イ
ナ
モ
ト
旅

館
内
の
駐
車
場
は
好
調
で
す
。

　
新
幹
線
で
湯
沢
、
浦
佐
駅
か
ら
乗

車
の
方
は
、
気
軽
に
市
営
新
幹
線
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
方
法
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

使
用
時
問
　
駐
車
場
は
終
日
利
用
で

き
ま
す
が
、
自
動
車
が
出
入
り
で
き

る
時
間
は
、
湯
沢
は
午
前
七
時
～
午

後
十
一
時
、
浦
佐
は
午
前
七
時
～
午

後
九
時
ま
で
で
す
。

駐
車
で
き
る
車
　
普
通
自
動
車
、
小

型
自
動
車
、
軽
自
動
車

新幹線駐車場利用状況

駐月
車
場

57年
11月 12月

58年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 計

湯沢
　台

213
　台

281
　台

241
　台

286
　台

504
　台

434
　台

335
　台

350
　台

234
　台

377
　台

282
　台

240
　　　台

3，777

浦佐 20 6 4 4 37 23 15 26 9 10 19 7 180

計 233 287 245 290 541 457 350 376 243 387 301 247 3，957

湯沢駅駐車場
～駅西ロから徒歩2分～
湯沢
小学校

ヨ　　　　　　　東口　　　　　　　　　　上越線
　　　　　　　越後
　　　　　　湯沢駅　新幹線
　　　　　　　西
　　　編卜
　越後湯沢駅駐車場　　　　　ア

使
用
手
続
き
　
湯
沢
駅
駐
車
場
の
場

合
は
イ
ナ
モ
ト
旅
館
（
駐
車
場
前
、
盈

〇
二
五
七
八
－
四
－
二
二
五
一
番
）

o
浦
佐
駅
駐
車
場
の
場
合
…
長
亀
屋

商
店
（
市
内
焼
野
、
盈
七
ー
六
一
八

七
番
）
、
に
運
転
免
許
証
を
提
示
し

て
使
用
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、

市
内
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
て
、
そ

の
用
務
で
利
用
す
る
場
合
は
、
事
業

主
の
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
料
　
普
通
・
小
型
・
軽
自
動
車

と
も
に
、
一
日
一
台
五
百
円
で
す
。

使
用
料
は
、
駐
車
場
か
ら
出
車
の
と

き
に
、
イ
ナ
モ
ト
旅
館
、
長
亀
屋
商

店
に
使
用
許
可
証
を
返
還
し
、
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
期
間
　
連
続
し
て
使
用
で
き
る

の
は
五
日
間
以
内
で
す
。

浦佐駅駐車場
～駅東口から徒歩1分～

駅佐浦

　　　　　　　　至小出

遡ド
」　　　　　　　東口広場　　　　　　　　　一

網潟蛸の交逓藩故発生糠況

　　　　　　　　　　1　漏簿
織驚欝名 艶坐篠数 難讐数 傷灘数
灘疑購叢 鰻灘 蟹鱒 蝦鋤
期　薩町 嫉鱒 蟹の 蝋鱒

溝繭欝 綴鱒 蝋⑳ 駅欝
索　璽　叢辮 離鐙 無Gl 藪3）
叢購癒謙 蝦鋤 撮鋤 綴期
累　　　謙 鰍㈱ 鰻鞠 雛翻

熊
異
常
出
没
（
美
佐
島
・
八
箇
・
六
箇
・
水
沢
）
…
注
意
を
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戴爽一泌嫌一鍾一霧纏一惣終藤

尋膿

幾

　8月10日から始まったスポーツリーダース

クールは、10月23日をもって6回の全ての日

程を終了しました。

　受講者数94名中、47名（4回以上の出席）

が、・今回十日町市スポーツリーダーとして認

定されました。

　これからの市民スポーッ振興のために、スポ

ーッリーダーの皆さんの活躍を期待します。

●体育課盈7－3111番（内326）

●市民体育館智7－5208番

小杉百合子さん
　　（桑原）

　とても有意義なスクールでした。

特に救急処置法は、日頃、子供に

接する職業柄大変勉強になり、で

きる事ならもう少し詳しく教えて

いただきたいと思いました。

　今後もこのようなスクールが

　開催されることを強く希

　　望します。

／ 水野博さん
（本町4丁目）

　　鍮　　6回にわたり、リー
ダーとしての心得や、運動生理学
の知識をわかりやすく解説してい
ただいたり、救急処置の実技や楽
しい体力作り法を指導していただ
きました。

　ジャギーダンスの実技講座では
かいたのは汗だけではなかったよ
うです。これからも機会があった
　ら受講し、今後の活動に生か
　　していきたいと思います。

体力づくり100日運動

L〉100日達成ガンバリマショウ

　　…力一ドの回収を始めました…

　市体育課では、「体力づぐり100日

運動」を呼びかけてきましたが、現

在、体力づくりカードの回収にあた

っています。市体育課か、市民体育

館の方に提出してください。昭和59

年2月に回収終了の予定です。

　※今日から始めてもまだ間に合い

　　ます。家族みんなで一汗流しま

　　しょう。

ミニバスケット

ボール講習会

％（日）午前9時から

●対象市内小学生（男・女）と小・中学校の先生

●指　導　十日町市バスケットボール協会員

●申込み　％仕）までに市体育課まで

市民体力テスト多数（200名）の参加ありがとうございました。

“LOVEテニスクラブ“
　川治地区体協が主催し、発足

以来1年5ヵ月を迎えました。
会員一同ハッスルして、白球を
追い、快い汗を流しています。

会員間の健康と和を基本にし、

クラブ内で年2回の大会を催し

市民大会にも参加したり、冬に

はみんなでスキーに行くなどし
ています。練習は南中の学校開

放を利用して金曜日の夜行って
います。

＜連絡先＞上村一之（川治・盈7－4793）阿部正明（北新田・盈7－3485）

屋外体育施設は11月中に閉場します…問い合わせは市民体育館へ

新潟県縦断都市対抗駅伝競嚢選拳団名薄緻称糊

氏　　　名 年齢 住所（所属）
監　督 大久保善雄 43 十日町市新座2
〃 矢口　　栄市 47 十日町市稲荷町3南
コーチ 俵山　　慈郎 32 十日町市西本町1
〃 梧沢　　英男 49 十日町市寿町1
選　手 大島　　　誠 17 十　日　町　高　校
〃 二瓶　　昭夫 16 〃

〃 品川　　達平 35 十日町市山本3
〃 関口　　　均 18 十　日　町　高　校
〃 井川　　純宏 25 十日町市貝の川
〃 小林　　俊久 17 十　日　町　高　校
〃 岩田　　正宏 23 十日町市中条上町
〃 江村　　博巳 31 中魚沼郡津南町
〃 福原　　武正 20 福　　島　　大　　学
〃 貝瀬　　秀行 31 中条中学校教員
〃 丸、山　　　修 15 十　日　町　高　校
〃 太田　　篤宣 18 十日町高校（定）
〃 樋口　　治人 17 十日町実業高校
〃 越村　　政巳 30 十日町市新座2
〃 中島　　淳也 17 十　日　町　高　校
〃 市川　　　敦 17 〃

〃 大島　　太郎 16 〃

〃 田川　　量一 15 〃

〃 近藤　　博文 16 〃

撫蟹麟
　
轍

　　　　藁　　　　諜　　　鐵
　　　雛麟鶴繋

　難“簸新潟県縦断都市対続

　　　　　駅伝競技張会

懸1，鑓織麟
簿糞提傑・新潟段報社）

　難搬雛報＄照鋤・け塗猶お総葛叢醗爽登．墨懸簸．・薪弾鱒

長岡⑲＄。＄臨・＄鷹闘養．露瞬目．、長岡熱新潟《麹織鰍難＄

区鹸通算蹴．獅鷺纏闘蘇醗縦灘編の欝．驚
霞町粛藩一ムは．曜舘総総＄位1第愛覆園ぽ蝿齢爾成績を

納め．　応冷隼は．蚕國欝校駅儀羨綴鱒畿揚灘談職校叢麟懸蓄

轟⑳要灘鶴癒お鰍叢絞盤謹一般欝織鷺灘灘藝灘鱗難鞭嚢

喫一銘灘優勝蓬獲》辮霧瀬，澄塞塞蕪難馨癒灘鷲灘．鱒謙奮繋
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タ
磁
啄
誌
　
　
　
　
　
を
発
刊

　
　
　
＋
月
纒
繁
．
鱒
、
、
溌
軒
ヌ

　
十
日
町
青
年
学
級
ミ
ニ
コ
ミ
コ
ー

ス
で
は
、
こ
の
ほ
ど
タ
ウ
ン
誌
「
ぽ

っ
け
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

妻
有
っ
子
の
青
春
像
を
追
っ
た
「

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
旗
手
た
ち
」
や

若
者
の
夜
の
生
活
を
探
っ
た
「
ズ
ー

ム
イ
ン
夜
」
マ
ン
ガ
、
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容

嚇

i瓢雪　照．し騰樺
秋深し。心ゆたかに、本を開いてみませんか？

どうぞ、公民館の本をご利用くださ糖。

公民館本館、各地区公民館、各地区の貸出文庫で

みなさんの読書の秋を深めてください。

で
す
。
あ
な
た
も
「
ぽ

っ
け
」
を
通
じ
て
、

十
日
町
の
若
者
像
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
＋
日
町
市
公
民
館

ま
た
は
、
市
内
各
書

店
で
お
早
目
に
お
求

め
く
だ
さ
い
。
定
価

は
三
百
円
で
す
。

1室へのおさそい
〈十日町市公民館智7－5011番＞
圓

　やさしい版画による年賀状づく1）に、あなたも参加しま

せんか。

文字をつづっただけでない楽しさあふれた年賀状をもらっ

た人も新しい喜びを感じてくれるはず。簡単な版画なら、

その日のうちに作品が楽しめます。仲間を誘って一緒にど

うぞ．

※彫刻刀（生徒用の彫刻刀で可）を各自でご用

　意ください。

　　　　　　ずコズ　エ　い　のしノフフ り　こンロ　りしノノノノて

鉱落歎晶晶、小人、中学生以下）3。。円毎藁糎纏書瓢愚墜繧灘漉慧く薄都難

　　　　　　～当日持参ください～
・申込み11月15日（火）までに　　　　『・　．　　蹴鱒局番が変齢りまサ

　　　　市役所内市社会福祉協議会へ
　　　　電話申込み可（智7－3111番内線134）　　舘駕醗を畿奮蒔翻驚輩．欝発饗書《人、鞠翻餐葛人、あ

＊お友だちをさそって来てね。　　　　　　　　灘麟翻疑繭饗類く蓄義．撚ろんな集賀穣瀞あ壌諜すが、今

＊楽しいプログラム（ソング・ゲーム・ダンス・霧鷺鞭の鐵選に特縫淫慧巻。

　プレゼント）がまっているよ。　　　　　　欝蒲壌欝1睾後建時）癒縞、電話の辮階局番が変憂緯懸頻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諜離⑳懸、薙駕撒灘電話番号を入耗るときにはご注意くだ

公民館本館　「，　・火・木・金曜臼

　　　　　　　　翻土・日躍欝
◎毎週月曜麟は休館日　　　　　　＿
　　　　　　　　　一午嗣2時～午後5時＠11月23日㈱は休館臼です。

本
の
寄
贈

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
岡
瞬
．
　
簸
熱
華
購
港
鍍
麟
縣
織
叢
耀

◎
選
藤
　
蕪
郎
戴
鰯
懸
欝
第
轟

◎
関
麟
　
心
“
灘
藩
燃
餐
醐
豊
第
鐵
繍

○
高
野
　
俊
薬
燃
漿
瞬
驚

o
顯
野
　
　
稔
燐
鶴
）

癖
藪
野
　
業
畢
嶽
鶴
）

o
根
津
濁
灘
鑑
騰
欝
雛
欝
菓
瞭

●
根
津
　
鱒
難
騰
綴
顯
簿
峯
選
鱗
）

○
長
谷
糊
鑑
慮
騰
鵜
鐵
購
）

○
爽
灘
書
庸
灘
辮
欝
滋
箭
鐵
）

●
野
塞
書
癒
騰
駅
遜
燈
）

◎
赫
幽
書
鷹
（
駅
通
懸
鎌

●
掘
難
書
膚
嶽
奉
醇
叢
軍
簸
瞭

◎
鵜
顯
瞬
甕
編
き
癒
塞
（
羅
顯
瞬
糊

　
　
　
　
　
　
　
く
敬
称
購
）

第3回ボランティア交流会

　～あなたも私もさんかしよう～

主催　十日町市ボランティアビューロー

　　　十日町市社会福祉協議会
主管　レクリェーション同好会

●と　き　11月20日（日）

　　　　　　　午後1時30分～3時30分

　
　
北
新
田
睦
会
・
中
条
旭
町
婦
人
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
政
省

　
　
　
　
　
　
　
優
秀
貯
金
団
体
表
彰

　
郵
政
省
で
は
、
郵
便
貯
金
の
増
強
　
　
北
新
田
睦
会
（
代
表
水
落
ミ
ョ
子
さ

に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
で
あ
る
　
　
ん
）
と
中
条
旭
町
婦
人
会
（
代
表
和

団
体
等
を
表
彰
し
て
い
ま
す
が
、
今
　
　
田
キ
ヌ
さ
ん
）
の
二
団
体
が
、
貯
金

年
度
優
秀
郵
便
貯
金
団
体
と
し
て
、
　
　
局
表
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

　紀ビ系　　　　　　　　　　　　　　　　翻、
“歌のワイド90分、の中で十日町から全国放映（生中継）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2局一→52局　7局一→57局
　　　　　　～きものと紅葉特集～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5局一→55局　8局一一→58局

11月隣3。分～9，寺　窃惣蕪1，勲講蘭16局一56局9局一59局
．テレビ新潟　　　出演するのは、桐屋織物ヵラォヶ同　囹市外局番は＜0257＞となります・

●場所は桐屋織物（昭和町1丁目）好会の皆さん（50人位）・レポーター　※中魚沼郡・十臼町市内の相互電話は、市内と同様、6回の
　　　　　　　　　　　　　　は三笑亭夢之助さんです。　　　　　　ダイヤルで通話可能になりまず。

「



14）と7お』が彦3昭和58年H月10臼

　
建
設
省
で
は
、
県
・
市
の
協
力
の

も
と
に
十
二
月
一
日
に
、
全
国
一
斉

に
「
住
宅
需
要
実
態
調
査
」
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
家
庭
の
皆

さ
ん
が
、
住
宅
に
つ
い
て
日
頃
ど
の

よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
か
、

ま
た
、
住
宅
の
改
善
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
計
画
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る
か
な
ど
を
伺
う
も
の
で
、
国
や
地

方
自
治
体
の
住
宅
対
策
を
進
め
る
う

え
で
の
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で

す
。
全
国
で
約
十
万
世
帯
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
本
県
で
は
約
二
千

世
帯
に
調
査
を
お
願
い
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
十
二
月
七

日
ま
で
の
間
に
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
需
要
実
態
調
査
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
せ
は
市
建
設
課
建
築
住
宅

係
（
費
七
ー
三
一
二
番
内
線
二
六

二
）
へ
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
川
原
町
長
楽
会
　
三
千
円
…
廃

品
回
収
、
▼
内
藤
直
義
（
椌
木
）
、

千
円
、
▼
十
日
町
高
校
定
時
制
　
四

万
百
二
十
円
…
南
陵
祭
益
金
、
▼
近

藤
豊
（
下
条
中
央
通
り
）
　
三
万
円

▼
尾
身
勇
（
関
口
樋
口
町
）
　
一
万

円
、
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
　
二
千
六

百
七
十
一
円
、
▼
匿
名
　
四
千
八
百

八
十
円

　
香
典
返
し

　
▼
柳
準
一
郎
（
下
川
原
町
）
　
二

万
円
、
▼
池
田
透
（
本
町
西
一
）
、

三
十
万
円
、
▼
樋
口
貫
一
（
高
田
町

二
）
　
十
万
円
。

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
十
五
日
㈹
、
午
前
八
時

～
午
後
一
時
、
稲
荷
町
三
丁
目
本
通

り
、
稲
荷
町
三
丁
目
北
、
稲
荷
町
四
、

旭
町
、
西
浦
町
西
、
本
町
六
－
二
、

丸
山
町
の
各
一
部
、
昭
和
町
四
、
稲

荷
町
一
、
稲
荷
町
二
、
稲
荷
町
三
丁

目
南
の
全
部
　
▼
十
一
月
二
十
四
日

㈲
、
午
前
九
時
～
正
午
、
田
麦
の
一

部
、
▼
十
一
月
二
十
九
日
㈹
　
午
前

九
時
～
正
午
、
高
田
町
六
の
一
部
、

▼
十
一
月
三
十
日
㈱
　
午
前
九
時
～

正
午
　
上
新
田
第
二
、
上
新
田
第
三

山
際
の
全
部
　
▼
十
二
月
二
日
㈹
、

午
前
八
時
～
正
午
、
川
治
内
後
、
北

新
田
第
二
、
川
治
下
町
第
一
、
第
二
、

妻
有
町
東
一
、
山
本
町
一
、
三
、
四
、

千
歳
町
三
、
寿
町
一
、
二
、
三
、
四
、

昭
和
町
一
の
各
一
部
、
妻
有
町
西
一

西
二
、
河
内
町
、
千
歳
町
一
、
二
丁

目
の
全
部
、
▼
十
二
月
六
日
∪℃
、
午

前
八
時
～
午
後
一
時
、
北
新
田
第
一

第
二
、
錦
町
一
、
二
、
春
日
町
一
、

二
、
三
、
高
田
町
三
南
、
桜
木
町
、

美
雪
町
一
、
二
、
三
の
各
一
部
、
北

新
田
第
三
の
全
部
。

つ
毒
◆
毒
◆
毒
◆
奪
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
も
◆
睾
◆
≒
◆
寺
◆
≒
◆
毒
◆
≒
◆
≒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
睾
，
φ

槽◆槽ひ一◆贈◆◆ひ“ボ

◆
　
毎
年
降
雪
前
に
な
る
と
、
く
み
取

ザひ
槽
り
の
申
込
み
が
殺
到
し
ま
す
。

ひ
御
　
清
掃
業
者
の
搬
入
能
力
や
衛
生
セ

サ

静
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
に
も
限
度
が
あ

ひ
禰
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
搬
入
量
は
、

◆
桝
平
常
の
二
倍
以
上
に
な
り
、
処
理
能

ザ

齢
力
の
三
十
新
の
オ
ー
バ
ー
処
理
を
し

◆
禰
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
．

ひボ
ひ
す
。
降
雪
前
の
く
み
取
り
申
込
み
は

ゆ

冊
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

融

降
雪
前
の
く
み
取
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
＊
早
＊
目
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
衛
生
施
設
組
合
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
な
お
、
く
み
取
り
の
邪
魔
に
な
る
窃

よ
う
な
物
を
く
み
取
り
口
近
く
に
置
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

か
な
い
よ
う
に
、
便
槽
内
に
は
物
を
御

捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納

　
く
み
取
り
の
申
込
み
は
　
　
　
　
禰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
す
る
が
や
清
掃
社
（
智
二
－
二
〇
御

一
八
）
、
津
南
清
掃
社
（
費
二
－
三
陪

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

七
〇
七
）
　
下
条
清
掃
社
（
智
五
ー
槽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

二
〇
四
六
）
、
川
西
清
掃
社
（
暦
川
御

西
八
－
三
一
五
五
）
へ
。
　
　
　
　
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

9
寺
◆
奪
◆
毒
◆
一
曹
一
マ
◆
塁
・
◆
曾
毒
◆
島
甲
一
・
◆
・
毒
◆
皇
冒
・
◆
亀
曹
．
◆
も
7
◆
も
7
◆
も
甲
．
◆
も
一
．
◆
も
．
◆
亀
．
◆
も
臼
．
◆
も
甲
．
◆
．
冒
一
一
．
．
◆
．
…
り
．
◆
．
一
一
一
．
、
◆
．
…
－
．
◆
．
…
冒
．
◆
．
一
一
噛
一
．
◆
．
…
冒
．
◆
．
…
曽
、
輔

　
　
市
有
財
産

　
つ
ぎ
の
二
件
を
公
売
し
ま
す
。
買

受
け
希
望
の
方
は
、
現
場
熟
覧
の
う

え
入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

　
旧
十
日
町
小
教
員
住
宅

　
　
　
敷
地
及
び
建
物

公
売
公
告

公
売
物
件

　
　
一
、
建
物

O
所
在
地
　
十
日
町
市
字
宇
都
宮
六

九
番
地
五

⇔
種
類
　
旧
十
日
町
小
教
員
住
宅
．

居
宅
口
構
造
　
本
造
亜
鉛
鉄
板
葺
二
階
建

（
一
棟
二
戸
）

四
床
面
積
　
一
階
六
四
・
四
六
㎡
、

二
階
四
一
・
三
二
㎡
　
合
計
百
五
・

七
八
㎡
（
三
二
坪
）

　
二
、
土
地

の
、
所
在
地
　
十
日
町
市
字
宇
都
宮

六
九
番
地
五

⇔
地
目
　
宅
地

の
面
積
、
台
帳
　
百
七
一
・
九
〇
㎡

実
測
　
百
五
七
・
五
三
㎡

契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
期
間

O
場
所
　
市
財
政
課
管
財
係

⇔
十
一
月
一
日
～
十
一
月
二
十
二
日

入
札
場
所
　
市
役
所

入
札
目
時
　
十
一
月
二
十
二
日
、
午

後
一
時
三
十
分
。
即
日
開
札

現
場
説
明
　
十
一
月
十
八
日
、
午
後

三
時
現
地
集
合

入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の
百
分

の
五
以
上
。
入
札
保
証
金
は
入
札
終

了
後
に
還
付
し
ま
す
。

谷
内
丑
市
営
住
宅

　
　
　
　
旧
住
宅
建
物

公
売
物
件

　
建
物

O
所
在
地
　
十
日
町
市
大
字
川
治
一

三
四
八
番
地
二

時恥敬蟻
　　　　　　　　　　、　　　　藁

蝶擁i．
　
一鵯

マ
、
．歓

轡蘂

描

　　　　　　　　　ぐ）ゆう時善1が

、　1戴む脇や燵の

　　犠　　　　－－　　蓋β唇し）
　　　　　》　　時をんだひ5。

轟事 轟

／
乏
ご
n
煮
に

　
　
、

ー
ヂ

　
3
亀
、

f
濠
い
で
（
歌
ミ

フーン

’
5

黙

　
　
N
ミ

　
　
　
§
6

　
轟
＼
○

／
醸
怒

翔
ボ

　
　
ー
’

C

○
『
o

⇔
種
類
　
谷
内
丑
市
営
住
宅
旧
住
宅

の
構
造
　
木
造
瓦
葺
平
屋
建
　
一
棟

一
戸
建
　
十
四
棟

四
床
面
積
　
一
棟
二
八
・
〇
五
㎡
、

合
計
　
三
九
二
・
七
〇
㎡

契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
期
間

O
場
所
　
市
財
政
課
管
財
係

⇔
期
間
　
十
一
月
一
日
～
十
一
月
二

十
二
日
ま
で

入
札
場
所
　
市
役
所

入
札
日
時
　
十
一
月
二
十
二
日
　
午

後
二
時
三
十
分
。
即
日
開
札

現
場
説
明
　
十
一
月
十
八
日
、
午
後

一
時
三
十
分
現
地
集
合

入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の
百
分

の
五
以
上
。
入
札
保
証
金
は
入
札
終

了
後
に
還
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
＼

渉
ヒ
ガ
2
　
蜀

　
o
こ
れ
か
ら
の
保
育
を
考
え
る
座

談
会
が
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
十
八
年
に
九
百
人
以
上
生
ま
れ

た
新
生
児
が
、
五
十
七
年
に
は
六
百

人
に
な
り
年
間
三
百
人
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
に
根
本
原
因
が
あ
り
ま
す
。

公
立
と
私
立
、
幼
稚
園
と
保
育
所
、

経
営
と
し
て
成
り
立
つ
か
な
ど
む
ず

か
し
い
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

片
方
だ
け
が
良
く
な
る
と
も
う
一
方

が
成
り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。
個
人

に
し
て
も
法
人
に
し
て
も
自
分
の
利

益
を
第
一
義
に
考
え
る
の
は
当
然
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
こ
の
問
題

に
は
何
の
解
決
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
し
て
や
、
他
の
施
設
や
そ
れ
ま

で
の
努
力
を
悪
く
言
う
発
想
か
ら
は
、

問
題
を
こ
じ
ら
せ
る
だ
け
で
何
も
生

ま
れ
て
こ
な
い
の
は
明
白
で
す
。

■市勢／世帯数…12，368／推計人ロ…48，530人（男23，737人・女24，793人）※基本台帳人口49，048人（11月1日現在）


